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Abstract：The Department of Educational Administration, Faculty of Education for Future 
Generations has begun a new project in 2015 based on the idea of educating teachers who are 
more scientifically inclined. The project’s basic concept is to educate faculty exhibiting strong 
leadership abilities in science, through “feeling,” “experience,” and “comprehension.” The project 
comprises 3 stages: (1) to feel and be moved through actual experience, (2) to approach things 
and phenomena through observation and experiments, and (3) to understand the development 
of science classes through trial lessons and activity evaluation. To achieve this, we introduced 
laboratory tools and various equipments to science laboratories of elementary grades 3 through 6 
for experiments and observations, aiming to prepare elementary science classrooms that stimulate 
curiosity. We called these classrooms the “science teacher cram school” and gave the title IPU 
Science Meister to students who acquired high levels of leadership ability in this training. This 
paper investigated the results of implementing an “extension lecture” workshop for elementary 
school teachers in the prefecture involved in the “science teacher cram school” and studied the 
effects of science laboratory environment preparation on teachers’ leadership motivation. Results 
indicated that research for science teaching material is enjoyable and confirmed that as experience 
of conducting experiments increases, there are alterations in awareness, such as realizing that one 
has begun to like science.


































































































































































































































































①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
5 理科の教材研究は楽しい。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
6 理科の予備実験はやりたくない。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
7 実験器具が豊富に揃えば，理科の予備実験をやってみたい。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
8 実験器具が豊富に揃えば，教材研究への意欲がでる。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
9 実験器具が豊富に揃えば，子どもは理科好きになる。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
10 教科書に書いてある実験でも， うまくいかないことがある。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
11 理科の指導には自信がある。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
12 小学校の教職を目指すものは，大学時代に多くの実験を経験すべきだ。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
13 児童一人一人が実験すると理解が深まる。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
14 一人が実験するのを見ていても， 他の児童も理解できる。
①思う ②どちらかといえば思う ③どちらかといえば思わない ④思わない
15 実験の経験が増えると，自分は理科好きになれる。































































































































































前調査 後調査 前調査 後調査
4 2.17 2.44 0.81 0.77 2.71 *
5 2.81 3.42 0.86 0.55 4.38 ***
6 2.89 2.97 0.82 0.77 0.52
7 3.50 3.64 0.61 0.49 1.54
8 3.61 3.64 0.49 0.54 0.25
9 3.47 3.69 0.61 0.47 2.47 *
10 3.53 3.44 0.61 0.61 0.72
11 1.89 2.00 0.82 0.86 1.67
12 3.67 3.86 0.48 0.35 2.50 *
13 3.61 3.78 0.55 0.42 2.65 *
14 2.72 2.44 0.66 0.84 2.38 *
15 3.39 3.81 0.49 0.40 5.00 ***
平均値 標準偏差
質問項目 t  (35) p






思わない やや思わない やや思う 思う 思わない やや思わない やや思う 思う 
４ 理科の授業準備は苦痛だ １ 12 15 8 2 16 14 4 2.71 ＊ 
５ 理科の教材研究は楽しい。 0  11 17 １ 0 1 19 16 4.38 ***
６ 予備実験はやりたくない。 １ 11 15 9 1 8 18 9 0.52  
７ 器具が揃えば予備実験したい。 0 2 14 20 0 0 13 23 1.54  
８ 器具が揃えば教材研究の意欲 0 0 14 22 0 1 11 24 0.25  
９ 器具が揃えば子どもは理科好きに 0 2 15 19 0 0 11 25 2.47 ＊ 
10 教科書の実験でもうまくいかない 0 2 13 21 0 2 16 18 0.72  
11 理科の指導には自信がある。 13 15 7 1 11 16 7 2 1.67  
12 大学時代に多く実験を経験すべき 0 0 12 24 0 0 5 31 2.50 ＊ 
13 一人一人の実験で理解が深まる。 0 1 12 23 0 0 8 28 2.65 ＊ 
14 人の実験を見ても理解できる。 0 14 18 4 5 13 15 3 2.38 ＊ 
15 実験経験が増すと理科好きに 0 0 22 14 0 0 7 29 5.00 ***
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り，実験したりして，私自身驚くことですが，理科
が好きになった気がします。見えない物が見えてく
るおもしろさも伝わってきました。また，実物を見
たら，化石のつくられ方も考えることができそう
で，興味を持てました。そして，今より理科の内容
をより知りたいと思うようになりました。
（30代女性教師）
受講者B
　道具がちゃんと（特に顕微鏡）していることで，
従来と見え方が違うので驚きがありました。よく見
えるということは，よく分かるにつながることを実
感しました。そして，今回の研修で，探求していく
のが楽しかったので，２学期からの理科の授業で
は，探求する楽しさを味わえる授業作りに意識をお
いて取り組んでいます。それは，今回の研修に参加
して，事象に疑問を持ち，その事象を深く知りたい
と思い，調べていくおもしろさを味わったからだと
思います。（20代男性教員）
受講者C
　若いときにあのような研修を通して，理科のおも
しろさを味わっておくことは意義深いと思います。
教員として，退職まであと数年になると，「理科の
おもしろさを伝えることが大切」と分かっていても
今更と思って二の足を踏むところがあります。なか
なか今までしてきたことを，熱意をもって変えよう
と思いにくくなります。だからこそ，あのような，
実物を使ったり，実験器具を使ったりする研修は，
教師として若い時に続けて受けることが必要だと思
いました。そうすれば，理科の授業に生きると思う
し，理科が好きな子どもを増やすことにもつながる
と思いました。（50代男性教師）
受講者D
　本来は，それぞれの学校で理科主任が中心になっ
て，研修を行うべきものかもしれません。しかし，
必ずしも理科主任が理科専門の教師というわけでは
ないのが小学校の現状です。その中で，学年の学習
内容の系統も意識せず，教科書を教えることに集中
してしまう小学校理科教育の表出しない陰の現実が
あります。今回の研修は，そのような陰の現実を
理科の学習内容はもちろんのこと，設備，施設面で
も，そこまでの交通手段の手配までサポートしてく
ださるおかげで有意義なものになりました。
　研修で体験することで，本校にどのような設備
（備品）が優先的に必要かも意識することができ，
理科教育を支える主任クラスの教師にも勉強になっ
た研修でした。（40代男性教師）
Ⅶ．考察
　検定結果を見ると，項目４の「理科の授業準備は苦
痛だ。」という意見が減少し，項目５の「理科の教材
研究は楽しい。」，項目９の「実験器具が豊富に揃え
ば，子どもは理科好きになる。」，項目12の「小学校の
教職を目指すものは，大学時代に多くの実験を経験す
べきだ。」，項目13の「児童一人一人が実験すると理解
が深まる。」，項目15の「実験の経験が増えると，自
分は理科好きになれる。」という意見が増加していた。
整備された理科実験室で実施する公開講座が参加した
教師の指導意欲に好ましい影響を与えることが分かっ
た。項目14の「一人が実験するのを見ていても，他の
児童も理解できる。」が増えているのは，実験の意味
が理解されておれば一人が代表で行っている実験を見
ることによって一人ひとり実施する実験と同様の効果
があると判断したのではないかと考えられる。実験の
内容や種類によって個別実験の適否を丁寧に問う必要
があるので今後の検討を待ちたい。
　自由記述による受講者の感想からは，本学の理科教
師塾における公開講座の効果をそれぞれに受け止めた
状況が読み取れた。
Ⅷ．おわりに
　本研究で，理科実験室の環境を整え，観察，実験が
できるように準備し，研修を進めることにより，教師
の指導意欲を喚起し，観察，実験を伴う授業実施に向
けた好ましい効果が出ることを確認できた。
　この研究に向けた理科実験室の整備が学生たちにも
良好な影響を与えている。特に，IPU理科マイスター
の存在が，下級生にも理科の学習意欲を喚起するきっ
かけとなっているようである。IPU理科マイスターの
中には，白衣を身に付けて後輩の前に立つことで自己
肯定感が高揚され，大学生活全体が意欲的になってい
る状況も認められる。詳細については，今後の検討を
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待ちたい。
　学生の理科の苦手感を払拭し，楽しく，興味・関心
を高める授業展開ができる教師にして学校へ送り出す
とともに，理科実験室の環境整備とその適切な活用の
できる力量を身に付けさせることは，理科の教師を続
けてきた私の責務であると考える。理科の難しさ，理
科への苦手意識はどこからくるのかを更に究明し，学
生たちに効果的であり，生涯理科好きであり続ける教
師になるための方策を探りつつ，研究を継続したい。
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